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(広島高師の同期卒業生・広島県佐伯郡五田市町楽々園〉
菊池君と私の出逢は，大正3年4月，広島高等師範学
校に入学した時に始まる。当時，広島高師は，全国各府
県から 2名、(大阪府は4名〉ずつ推薦された者と，附属
中学校からの2名とが入学を許可された。
新潟県から推薦された2名中， 1人が菊池勘左衛門君
で，他の 1人は西脇乃夫彦君(大正7年に英語科を卒業，
後レコード製作会社コロンピアに入り，北京の駐在所か
の長をしていたが，昭和19年頃北京で死去)であった。
両君とも非常に身長が高く，西脇君の方は菊池君より更
に高かった。それで私は，新潟県の人はみな背が高いも
のだと思ったが，動物学の教授池田岩治先生は同じく新
潟県の方であったが，どちらかといえば小柄な方であっ
たので，新潟県の人はみな背が高いわけではないと知っ
た。菊池君について身長の高い外に特に私の印象に深く
残ったことは，勘左衛門という古めかしい名で，幼稚園
位の年頃の場合にはあまり似合わないので，多分，小さ
い時には別の名で呼ばれたのであろう(実は私の兄も
作兵衛という名であったが，小さい時には吉松と呼んで
いた〕。
予科1年を経て，大正4年4月，菊池君と私外6名，
計8名が本科博物科に進学した。しかし，その中2人は
1年志願兵として入隊したので、卒業は遅れ，大正7年に
卒業したのは6名であった。
菊池君は非常に勉強家であったが，就中，動物学と地
質鉱物学には特別の興味を持っていたようであった。実
験実習等は，菊池君は熱心のため，私は愚図のため何時
も他の級友より遅れ，夕食にはよく冷飯を食べる破自に
なった。その頃は全寮制で生徒全部が食堂に集まり，あ
る時間帯の聞に食事をするきまりで、あった。
大正7年3月末に，この年卒業する予定者は全部，東
京旅行に出て，伊勢大神宮参拝の後，東京では皇居を拝
観したが，帰途，菊池君は団体を離れ，郷里の佐渡に帰
郷し，卒業式には欠席した。級友の睡では，多分，結婚
式を挙げたので、あろうということであった。真疑の程は
本人に聞くより外はなかったが，私は卒業式の翌日郷里
に帰り，すぐ新任地に赴いたので，菊池君とは会う機会
がなく，真疑を確めることは出来なかった。その当時，
広島高師の卒業式には，式の後，卒業生の代表者が講演
する習わしであり，その年は菊治7君がその番にあたって
いたが，卒業式にまだ帰校していなかったので，代りを
英語科卒業生の藤田君がつとめた。
それから菊池君が逝去するまで60余年の交友が続いた
が，住居が互に離れていたので，実際に相見たのは4四
位で，その他は文通であった。
大正15年頃，その頃富山の7年生高等学校に勤めてい
た菊池君の所にお世話になった。それは，その頃ラジオ
放送で，ホタルイカの発光は，発光パクテリヤの共生に
よるという京都大学の医学部の石川日出鶴丸教授の報告
があり，あたかも私は発光パクテリヤの研究中であった
ので，研究材料採取の目的で，菊池君を頼って富山に出
かけ，富山市外東岩瀬のお宅に厄介になれ菊池君の世
話で滑川の水産試験所の市島字八氏に紹介され，ホタノレ
イカを同氏から手に入れることが出来た。この材料から
発光パクテリヤを分離培養する実験は，富山高等学校の
動物学実験室を使用させてもらった。当時，同校の高等
科の動物学教授は藤田篤氏(故人，後に静岡高等学校の
教授に転任)で，地質鉱物の教授は，今村外治氏であっ
た。私の実験は大低お昼まですこ終ったので，午後は東岩
瀬の菊池君宅に帰った。その頃，菊池君方には，富子ち
ゃん，ヨシ子ちゃんの2人のお嬢さんヵ:いたが，姉の富
子ちゃんの方もまだ5才位であった。夕方になると銭湯
が混むので，なるべく日のある中に行った方がよいとい
うので， 2人の姉妹と一緒に2度ばかり銭湯に行った
が，その湯殿の天井が非常に低く，中は濠々と湯気が立
ちこめていて大変むし暑かったので今も印象に残ってい
る。菊池君の話では，この東岩瀬に石炭で非常に大金を
- 7 ー
儲けた家の未亡人がおり，その入が高等学校の創立に多
額の金を寄付したということであった。
菊池君は，その高等学校の尋常科博物科教諭であった
が，基礎をしっかり訓練するという意味で，例えば動物
学の場合には骨絡を精密に観察じ，正確にスケッチする
ことを主として練習させていた。菊池君自身はその頃，
俗称貝類の研究に熱中していたようである。
ついで、ながら私の実験の結果は，ホタノレイカに発光パ
グテリヤが共生していないという，京都大学側の見解と
は反対のものであった。
滞在中に富山市の広貫堂の売薬製造の作業場を菊池君
に案内してもらって見学した。また，氷川という所のオ
ニパスの繁茂している池などにも案内Lてもらった。
その翌年，ホタルイカの腕発光器の中のバグテリヤに
よく似た穎粒を，形態学的及び血清学的に研究するた
め，再び富山県に出向いた。この時は，研究材料を数多
く要するので，菊池君と市島氏との周旋で，滑川i水産試
験場の講習生の寮に泊めてもらい，議習生4~5 人の手
助けで，腕発光器をたくさん切り取り，アノレコーノレ漬に
して持って帰った。
その際，あまたのホタルイカの中に混って極く少数の
ダンゴイカがあったが，それの腹部にある発光器から
は，共生する発光パクテリヤを分離培養するこことが出
来た。
昭和3年頃，菊池君は東京府荏原郡武蔵小山徳川|生物
学研究所構内の拙宅を訪ねてくれで2泊ばかりした。そ
の時は何か公的の慶事のための上京であったらしく，礼
服を着て，シノレクハvトの箱を持っていた。翌朝家を発
つ時，シルクハットを被っていた。大体，日本人は身長
が低くてシルクハットは似合わないのは普通で、あるが，
菊池君は背が高いのでシルグハrトは非常によく似合
い，現爽としていた。その後哩 1年ばかりして，菊池君
の助手か，あるいはその指導を受けている人か，今残念
ながら氏名を忘れたが，菊池君の紹介で拙宅を訪ねて来
られた。中等教員の植物学検定試験を受けるためであっ
た。 2泊程したが，さすが菊池君の被指導者だけあっ
て，非常に勉強家で，当時，拙宅にあった植物の措葉標
本を熱心に検べていられたが，特に乗鞍山で採取したク
ロユリの標本を珍らしがっていたことが印象に残ってい
る。
昭和43年に，大正7年の広島高等師範学校卒業者全部
の卒業後50年の会合が広島で関かれたが，菊池君がこの
会合に参加するため，拙宅に見え2泊した。その時の話
で，その数年前，健康な菊池君ではあったが，何か腹部
の故障で親戚の方の病院に入院して，いよいよ明日手術
を受けるという前の晩に，急に手術が嫌になり，病院を
そうっと逃げ出したということを話していた。
それから新潟市に大地震があり，全国高等学校競技大
会(インターハイ)が開かれた年，私は，丁度剤j妻を連
れて会津の飯盛山の白虎隊自刃の跡を弔ってから，新潟
に行った時，よい機会なので佐渡を訪れた。その時，菊
池君は両津の港まで出迎えに来てくれていて，是非自分
の家に泊れというので，お言葉に甘え，下久矢口の菊池君
のお宅に， 2人共， 2泊ご厄介になった。菊池君のお宅
は，門も住居も天井が非常に高く，さすがに背の高い菊
池君!に似合うと思った。通された座敷の前庭の右の方に
大きな石南花が植えてあった。 1日は，観光パスで，相
JIの金山跡や，尖閣湾を見物した。ちょうど，菊池君が
佐渡博物館の館長をしている時で，真野御陵の参拝に案
内してくれたが，御陵の衛土の方と陀懇の仲らしく，随
分丁寧に拝観させてくれ，また御陵に関する小冊子を贈
られた。佐渡を発つ時には，菊池君は愛孫 (5才位のかわ
いい坊ちゃん)を連れて，両津港まで、見送ってくれた。
新潟の大地震のことは，広島に帰ってから10日程経って
新聞で見たが，佐渡は大きな被害はなかったので安心し
た。これが，菊池君を相見た最後で，その後，博物館長
の会議か何かで，九州、lにゆき，帰途，広島に立ち寄ると
い百便りがあったので楽しみにして待っていたが，何か
事情があって広島には立寄れないとの通知をもらし、，大
変落胆した。
なお，その後，菊池君の消息は，郷里(石川県か)に
旅行して帰られた今村外治先生から，菊池君が郷里の教
育会や，朱鷺の保護に尽力されていると承ってよろこん
でいたのに，今年の2月，新聞紙上で，菊池君の逝去し
たことを知り驚いた。ちょうど，私も病床にあったので
葬儀には参列出来ないので，取敢えず弔電だけを打って
おいた。
顧りみれば，大正7年， 18才(菊池君はたしか1年私
より年長であったと思う)で，広島高等師範入学以来，
矛科1年，本科博物科3年の4年間の青春時代を，菊池
君と同じ寮で生活し，同じ学科を学習しつつ過したが，
その間，白根的(日光)や，恵下山(広島県)の植物採
取旅行，九州への地質鉱物見学採取旅行，興居島(愛媛
県〉での動物臨海実習など，いろいろ，楽しみも苦しみ
も共にして来た同期卒業生6人の中，昭和50年の時限
で，生存者は菊池君と私との2人になっていたが，この
度，菊池君の逝去によって，生存者は私1人になった。
佐渡を去る時に菊池君から贈られた無名異焼の赤色の湯
呑茶碗を，両手の掌の間で温めながら60余年の安友を追
憶してし、る。
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